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小倉サンダイン株式会社
快適な暮らしのための省エネ住宅の普及促進事業

＜販路開拓、投資、融資、業務提携＞

代表取締役社長：川崎厚志
事 業 内 容：ゴム配合薬品・ゴム製品・建築・土木用資材販売および施工
所　在　地：神戸市中央区浪花町59
Ｔ　Ｅ　Ｌ：078-332-2101
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.ogura-sundine.com/

　展開するOSD工法は、省エネ住宅に絞った
オープンな工法で、ポイントは外張り断熱工法と
開口部の樹脂サッシの2つだ。外張り断熱工法は
躯体の外側を断熱材で覆うもので魔法瓶をイメー
ジしてもらうとよい。断熱効率が良いだけでなく，
空間が有効に利用でき、リフォームもしやすい。
　樹脂サッシは従来のアルミサッシに代わるサッ
シだ。樹脂の熱伝導率はアルミの1,000分の1
にすぎない。アルミ鍋を想像してもらうと分かり
やすい。アルミは熱を通しやすいが、取っ手の所は
樹脂が使われており熱を通さないので手で持つこ
とができる。冬の暖房時には熱の48％が窓から
逃げ、夏場の熱の71％は窓から入ってくる。つ
まり窓を樹脂サッシにすれば効果的に断熱できる
わけだ。
　世界の先進国では樹脂サッシの比率が高く、国

内では北海道でほぼ100％普及しているが、関
東・関西・九州・中国地方になると1.1％にすぎ
ない。まさにそこが空白の市場になっている。
　OSD工法は省エネ住宅の基準を満たしており、
建築に際してはさまざまな優遇制度が利用でき
る。施主もビルダーもフリーに使えるオープン工
法で誰が使ってもよい。1棟からでもシリーズで
も手掛ける。建てるのは施主、ビルダーであって、
省エネ住宅性能を担保する部材のみ当社から購入
していただければよい。OSD工法を取り入れた
オール電化の住宅が2年連続でハウス・オブ・ザ
イヤー・イン・エレクトリックの優秀賞を受賞
している。たくさ
んの方と連携して
OSD工法を広げ
ていきたい。
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OSD工法で建てられた住宅

株式会社川嶋建設
ACMブレースによる耐震補強工法

＜販路開拓＞

代表取締役社長：川嶋実
事 業 内 容：土木・建築・舗装工事、不動産およびアスファルト合材の販売
本　　　社：豊岡市寿町11-35
Ｔ　Ｅ　Ｌ：0796-22-4321
Ｕ　Ｒ　Ｌ：http://www.kawashima.gr.jp/

　近年大地震が頻発している。1981年5月に新耐
震基準の法改正がなされたが、それ以前の耐震基
準で建てられた建物は震度7程度の地震で倒壊す
る危険性がある。特に社屋や住宅の補強はあまり
進んでいない。そこに目を向けて新たな耐震補強
工法を開発した。
　新工法はACMブレース耐震補強工法で、京都大
学名誉教授の小野紘一博士、国立舞鶴工業高等専
門学校、三菱樹脂株式会社、コニシ株式会社などと
共同で開発した。引っ張り強度に優れた炭素繊維
をエポキシ樹脂で棒状（ロッド）に加工したものを、
強固な金物で「筋交い」として建物に取り付け、地
震荷重に抵抗する。鉄骨補強に比べ、重量が鉄の5
分の1、引っ張り強度は8倍という炭素繊維ロッド
を主材料とするため、補強部材がシンプルになる。
　施工手順としては、取り付け箇所をマーキング

し、定着用アンカー、鋼管スリーブを取り付け、そ
こに直径10ミリの樹脂を3本入れ、樹脂で固めた
CFRPロッドを差し込み、たすきがけにして取り
付け、ねじで締め付ける。短期間で施工でき、外
部面だけの作業で済むので建物の機能を止めるこ
とがない。内外装を触らず、重機を使わないので
1ブレース付けるのにかかる費用は150万円程度
で済む。工事は接合部だけの局部的な作業なので、
振動や騒音、ほこりもほとんど発生せず、廃棄物
も出ない。
　耐震補強というと大げさでお金がかかるイメー
ジだが、それを覆す工法。ACMブレースによる耐
震補強工法の採用が進むことで、安全安心なまち
づくりができると
確信している。
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ACMブレースによる耐震補強工法


